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 5月2日 東由利地域行政協力員会議懇親会会費 3,500
2日～4日  丸亀お城まつり開催時お土産 2,806

 4日
 佐久バルーンフェスティバル・佐久鯉まつり

  歓迎夕食会会費（○代 矢島総合支所長） 5,000

 4日～5日 佐久バルーンフェスティバル・佐久鯉まつり参加時お土産 2,806
 5日 石脇地区町内会長連絡協議会総会懇親会会費（○代 阿部副市長） 2,000
 8日 矢島地域行政協力員会議懇親会会費 1,000
 10日 本荘由利電気工事協同組合総会懇親会へ寸志 3,482
 11日 岩城地域行政協力員会議懇親会会費 2,000
 12日 わらび座ミュージカル「北前ザンブリコ」初演懇親会会費（○代 教育長） 4,000
 13日 西部地区町内連絡協議会総会懇親会会費（○代 阿部副市長） 2,000
 15日 鳥海地域行政協力員会議懇親会会費 2,500
 17日 市商工会総代会懇親会会費（○代 阿部副市長） 5,000

 18日
 本荘地域町内会長協議会総会懇親会会費 3,000

  市管工事協同組合総会懇親会へ寸志（○代 阿部副市長） 3,480
 19日 由利建設業協会総会懇親会会費 5,000
 20日 ふるさと岩城会総会懇親会会費（○代 岩城総合支所長） 8,000
 21日 市観光協会総会懇親会会費 3,000
 22日 秋田県・市町村協働政策会議懇親会会費 5,000

 23日
 ㈲ゆりの里振興社株主総会懇親会へ寸志（○代 由利総合支所長） 3,440

  協同組合東由利ショッピングプラザ総会懇親会へ寸志（○代 東由利総合支所長） 3,700
 25日～27日 北前船寄港地フォーラム参加時特産品お土産 7,776

 26日
 秋田鳥海眺望のみちツーデーマーチ歓迎パーティー会費（○代 阿部副市長） 1,200

  由利建築士会総会懇親会会費（○代 建設部長） 5,000
 30日 本荘由利森林組合総代会懇親会会費 5,000
 31日 由利高原鉄道由利地域協力会総会懇親会会費（○代 企画調整部長） 2,000
  合　計   91,690

  5月2日㈬ 東由利地域行政協力員会議・懇親会
  7日㈪ 五役会議
  8日㈫ 矢島地域行政協力員会議・懇親会
  9日㈬ 本荘由利地区生コンクリート協同組合・矢島生コン㈱との災害協定締結式

  10日㈭
 市議会臨時会

   本荘由利電気工事協同組合総会懇親会
  11日㈮ 岩城地域行政協力員会議・懇親会
   五役・部長・支所長会議
  14日㈪ 秋田鳥海眺望のみちツーデーマーチ 大会役員・実行委員会
   石脇財産区議会 臨時会

  15日㈫
 「木のおもちゃ列車」デザイン・出発式 記者発表

   鳥海地域行政協力員会議・懇親会
  16日㈬ 東北市長会総会（仙台市）

  18日㈮
 （公財）本荘由利産学振興財団理事会

   本荘地域町内会長協議会総会・懇親会
  20日㈰ 新潟駅高架駅第１期開業および新幹線・在来線同一乗り換えホーム完成記念式典（新潟市）
   五役会議
  21日㈪ 市スポーツ・ヘルスコミッション総会
   市観光協会総会・懇親会

  22日㈫
 県・市町村協働政策会議総会・懇親会（秋田市）

   チャレンジデー2018あきた決起集会（秋田市）
  24日㈭～ 北前船寄港地フォーラム・県観光セミナー
  28日㈪ （中華人民共和国大連市）

  30日㈬
 チャレンジデー開会式・チャレンジデーウォーク出発式

   本荘由利森林組合総代会
  31日㈭ 市行政改革推進本部会議
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◆「市長の行動」報告（5月分）
　※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

支出額支出日 支　　出　　内　　容

（２）　会費等   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

◆市長交際費の報告
（１）　弔　事   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

件　　　数
 合　計

支出額
2　件

○代：代理出席

70,000

Event  and  Sports Yurihonjo  City  Topics

「
旧
大
倉
沢
報
徳
館
」
一
般
公
開

和
洋
折
衷
様
式
の
モ
ダ
ン
な
外
観

海
と
親
し
み
、
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫

第
13
回
西
目
漁
港
ま
つ
り

　
３
月
に
国
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
た
大
内
地
域
の
「
旧
大

倉
沢
報
徳
館
」
が
６
月
16
日
に

一
般
公
開
さ
れ
、
市
内
外
か
ら

65
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
館
は
大
日
本
報
徳
社
の
支

社
と
し
て
１
９
３
０
年
頃
に
建

築
さ
れ
ま
し
た
。
木
造
平
屋
建

　
第
13
回
西
目
漁
港
ま
つ
り

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
６

月
16
日
、
西
目
漁
港
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
で
は
、
魚
の
つ
か
み

取
り
や
漁
船
の
遊
覧
体
験
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
魚
の
つ
か
み
取
り
で
は
、
水

槽
に
入
っ
た
魚
を
捕
ま
え
よ
う

と
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が

悪
戦
苦
闘
。
大
き
な
マ
ダ
イ
を

捕
ま
え
た
熊
谷
颯
君
（
８
歳
・

西
目
町
沼
田
）
は
「
横
か
ら
追

い
込
ん
で
捕
ま
え
ま
し
た
。
大

物
を
狙
っ
て
い
た
の
で
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
を
見

せ
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
木
の
お
も
ち
ゃ
の
贈
呈
ス
タ
ー
ト

木
育
推
進
事
業
の
一
環

　
こ
の
た
び
、
西
目
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
棟
の
修
繕

費
用
に
対
し
て
、Ｂ
＆
Ｇ
財
団

か
ら
助
成
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
61
年

に
財
団
か
ら
旧
西
目
町
へ
無
償

譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
、
劣
化
が

進
む
プ
ー
ル
棟
の
プ
ー
ル
サ
イ

ド
床
や
給
排
水
設
備
な
ど
の
修

繕
費
用
の
う
ち
２
３
８
０
万
円

の
助
成
を
受
け
ま
す
。

　
授
与
式
は
６
月
12
日
に
市
役

所
で
行
わ
れ
、
古
山
透
常
務
理

事
か
ら
長
谷
部
市
長
に
助
成
決

定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
谷
部
市
長
は
「
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
市
民
の
健
康

づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
拠
点
と
し
て
、
な
お
一
層

市
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
に
し

て
ま
い
り
ま
す
」
と
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
改

修
は
今
秋
か
ら
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

鳥
海
新
緑
ま
つ
り
に
ぎ
わ
う

ま
ぶ
し
い
太
陽
と
木
々
の
緑
の
も
と
で

　
田
植
え
作
業
の
慰
労
と
住
民

の
交
流
を
兼
ね
た
「
鳥
海
新
緑

ま
つ
り
」
が
６
月
３
日
に
鳥
海

健
康
広
場
で
開
催
さ
れ
、
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く

の
人
が
に
ぎ
や
か
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
鳥
海
前
ノ
沢
太
鼓
保
存
会
の

迫
力
あ
る
演
奏
で
幕
を
開
け
た

ま
つ
り
は
、
民
謡
踊
り
や
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
前
年
度
に
生
ま
れ
た
鳥

海
地
域
の
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
緑
化

樹
の
贈
呈
が
恒
例
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
中
に
は
４
世

代
で
訪
れ
て
い
る
家
族
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
目
玉
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
「
百

宅
そ
ば
早
食
い
大
会
」
が
始
ま

る
と
会
場
は
一
段
と
ヒ
ー
ト
ア

ッ
プ
し
、
大
き
な
声
援
や
笑
い

声
が
響
き
ま
し
た
。
男
性
の
部

で
優
勝
し
た
の
は
新
潟
県
か
ら

家
族
と
観
光
で
訪
れ
て
い
た
三

浦
丈
幸
さ
ん
（
40
歳
）
で
「
重

さ
１
㌔
は
き
つ
い
か
と
思
っ
た

け
ど
、
の
ど
ご
し
が
良
く
食
べ

や
す
い
そ
ば
で
、
お
い
し
く
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
誕

生
祝
い
品
と
し
て
、
地
元
の
木

材
を
活
用
し
て
地
元
の
職
人
が

製
作
し
た
木
の
お
も
ち
ゃ
を
贈

呈
す
る
取
り
組
み
を
本
年
度
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
贈
呈
対
象
者
と
な

っ
た
の
は
、
阿
部
智
幸
さ
ん

（
44
歳
・
東
梵
天
）
と
ゆ
か
り

さ
ん
（
34
歳
）
の
長
女
・
ひ
ま

り
ち
ゃ
ん
で
、
長
谷
部
市
長
が

６
月
４
日
に
阿
部
さ
ん
宅
を
訪

れ
、
お
も
ち
ゃ
を
手
渡
し
ま
し

た
。
「
木
の
温
も
り
を
感
じ
な

が
ら
心
豊
か
に
成
長
さ
れ
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う

長
谷
部
市
長
の
言
葉
を
受
け
、

智
幸
さ
ん
は
「
手
触
り
が
良
く

子
ど
も
に
優
し
い
お
も
ち
ゃ
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
も

う
す
ぐ
オ
ー
プ
ン
す
る
お
も
ち

ゃ
美
術
館
に
も
家
族
で
遊
び
に

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
お
も
ち
ゃ
は
積
み
木
型
の

「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」
と
鳥

の
形
を
し
た
「
よ
ち
よ
ち
と
り

っ
こ
キ
ジ
」
の
２
種
類
が
あ
り
、

ど
ち
ら
を
受
け
取
る
か
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
後
は
生
後

２
カ
月
の
乳
児
訪
問
の
際
に
保

健
師
が
お
も
ち
ゃ
を
持
参
し
て

贈
呈
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら
２
３
８
０
万
円
の
助
成

西
目
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

長谷部市長から木のおもちゃを受け取る阿部さん一家

長谷部市長に助成決定書を手渡す古山常務理事（右）

て
で
、
細
部
に
洋
風
意
匠
を
施

し
た
和
洋
折
衷
様
式
の
モ
ダ
ン

な
外
観
と
、
座
敷
の
建
具
に
ガ

ラ
ス
戸
を
多
用
す
る
な
ど
採
光

を
意
識
し
た
内
部
の
造
り
が
特

徴
で
す
。

　
参
加
者
は
、
建
物
を
調
査
し

た
秋
田
公
立
美
術
大
学
・
工
学

博
士
の
澤
田
享
教
授
に
よ
る
解

説
を
聞
き
、
外
観
や
内
装
な
ど

を
じ
っ
く
り
と
見
学
し
ま
し
た
。

加
藤
忠
夫
さ
ん
（
77
歳
・
石
脇
）

は
「
建
物
の
造
り
が
工
夫
さ
れ

て
い
て
素
晴
ら
し
い
」
と
感
心

し
た
様
子
で
話
し
ま
し
た
。

大好評だった魚のつかみ取り

早速遊んでみる長男の大智君
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副
市
長
に
九
嶋
氏
を
選
任

●
副 

市 

長

　
九

　嶋

　敏

　明

　氏

　（
62
歳
・
秋
田
市
）

大
曲
高
等
学
校
卒
業
。
昭
和
49
年

㈱
秋
田
相
互
銀
行

入
行
。
執
行
役
員
大
曲
支
店
長
、

常
務
執
行
役
員
地
域
開
発
部
長
な

ど
を
経
て
、
平
成
30
年
４
月
か
ら

理
事
（
地
方
創
生
担
当
）
。

◇
認
知
症
な
ど
の
ご
家
族
な
ど
が

い
る
方
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力

機
関
・
団
体
と
な
っ
て
い
た
だ
け

る
事
業
所
は
ご
登
録
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
徘
徊
な
ど
で
行
方
不

明
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
の
名

前
や
特
徴
、
写
真
な
ど
の
情
報
を

事
前
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
実

際
に
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き
に

協
力
団
体
に
登
録
情
報
を
提
供
し

て
協
力
を
得
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、

現
在
14
人
の
方
が
登
録
し
て
い
ま

す
。

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
ご
家
族
な

ど
が
い
る
方
は
、
事
前
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

協
力
機
関
・
団
体
と
な
っ
て
い
た

だ
け
る
事
業
所
も
募
集
し
て
い
ま

す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
薬

局
、
交
通
機
関
、
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
、
銀
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

機
関
・
団
体
の
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

登
録
対
象
　
市
内
在
住
で
認
知
症

な
ど
に
よ
り
行
方
不
明
に
な
る
心

配
の
あ
る
方
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
協
力
機
関
・
団
体
と
な
っ
て

い
た
だ
け
る
事
業
所

登
録
方
法
　
登
録
者
の
写
真
と
申

請
者
の
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
事
業
所
の
方
は
、

登
録
票
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
類
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
新
し
い
保

険
証
（
若
草
色
）
を
、
７
月
下
旬

に
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ
お
送
り
し

ま
す
。
８
月
１
日
以
降
は
新
し
い

保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
申

請
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
被
保
険
者
の
所
得
に
よ
っ

て
自
己
負
担
割
合
が
１
割
ま
た
は

３
割
と
違
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
中
の
所
得
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
と
な
る

世
帯
の
方
は
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

入
院
時
の
食
事
代
と
１
カ
月
の

医
療
費
自
己
負
担
限
度
額
が
減
額

に
な
り
ま
す
。

○
現
在
交
付
を
受
け
て
い
て
、
引

き
続
き
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
方
は…

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
保
険
証
と
一
緒

に
お
送
り
し
ま
す
。
８
月
１
日
か

ら
は
新
し
い
認
定
証
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。

○
交
付
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
が
、

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

世
帯
の
方
は…

　
交
付
を
受
け
た
い
方
は
申
請
が

必
要
で
す
。
市
民
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
が
新
し
く
な
り
ま
す

4

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

更
新
し
ま
す

5

1

「
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

3

☎
24̶

６
３
４
５

問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
24―

６
２
４
４

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
医
療
保
険
班

鳥海山・飛島ジオパーク
リレーコラム
「日本海と大地がつくる
　　　　 　　　　 水と命の循環」

【第43回】
大地の力を感じる場所
秋田地学教育学会
板垣　直俊 さん

　由利本荘市には、鳥海山の火山活
動が始まる約60万年前以前の地層や
岩石が見られるジオサイト（ジオパー
クの見どころ）がたくさんあります。
　それらのジオサイトの中で、私が
最も地球の歴史と大地の力を感じる
場所は、「宮沢林道の大褶曲露頭」
です。この露頭は石沢地区の出羽丘陵内にあり、林道の途中に車を
置いて30分以上歩かなければなりませんが、現地に着くと高さ50㍍、
幅20㍍の大褶曲露頭に圧倒されてしまいます。（褶曲とは、地層が
曲げられることです。）
　ここの地層は、約1,200万年前に深海に堆積した女川層という地層
で、堆積後の隆起によって陸上で見えるようになったものです。深
海に泥が堆積した時には、地層はほぼ水平でしたが、写真でもわか
るように、ここの地層は右上から左下方向に大きく波打ってグニャグ
ニャになっています。この場所は、日本を代表する褶曲露頭の一つ
なのです。
　地層がこのように大きく曲げられたのは、東日本大震災をはじめ
とする大地震を引き起こしてきた太平洋プレートが、日本列島をもの
すごい力で押し続けていることによるものです。宮沢林道の大褶曲
露頭は、このような大地のパワーを目の当たりにできる貴重な場所
なのです。

宮沢林道の大褶曲露頭

　
６
月
８
日
に
召
集
さ
れ
た
第
２
回
市
議
会
定
例
会
で
、
副
市
長
の

選
任
に
係
る
人
事
案
件
が
上
程
さ
れ
、
九
嶋
敏
明
氏
を
選
任
す
る
こ

と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
に
小
坂
氏
を
任
命

●
教
育
委
員
会
委
員

　
小

　坂

　綾

　子

　氏

　（
63
歳
・
中
梵
天
・
新
任
）

秋
田
大
学
卒
業
。
院
内
小
学
校
長
、

平
沢
小
学
校
長
を
歴
任
。
平
成
25

年
度
全
国
連
合
小
学
校
長
会
理
事
。

2
　
６
月
８
日
に
召
集
さ
れ
た
第
２
回
市
議
会
定
例
会
で
、
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
係
る
人
事
案
件
が
上
程
さ
れ
、
小
坂
綾
子
氏
を
任

命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

由利本荘市
認知症高齢者等見守り・SOSネットワーク事業の流れ

事前登録
相談・支援

【窓口】
由利本荘市役所
地域包括支援センター

登録者が
行方不明！

家族

110番連絡

警察署

ＳＯＳ協力機関・団体のみなさん

協力

みなさんの
情報提供により
無事発見

捜
索

Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
で

情
報
を
発
信

日
頃
の
情
報
提
供

日常業務の中で
気にかけたり、
お声がけします。

　
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
有
効

期
限
が
今
年
の
７
月
31
日
ま
で
の

方
に
は
、
８
月
１
日
以
降
に
お
使

い
い
た
だ
く
新
し
い
受
給
者
証
を

７
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　
な
お
、
古
い
受
給
者
証
は
ご
自

身
で
裁
断
処
分
い
た
だ
い
て
結
構

で
す
。

☎
24―

６
２
４
４

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
医
療
保
険
班

　普通徴収の納付は、
納め忘れがなく、納
付の手間も省けて便
利で安心な口座振替
がお勧めです。

普通徴収の納付は　
口座振替が便利です

　平成29年中の所得に応じて確定した平成30年度
の後期高齢者医療保険料をお知らせする通知を、
加入者の皆さんにお送りします。保険料の徴収方法
は特別徴収（年金からの徴収）と普通徴収（口座
振替または納付書による徴収）がありますのでご確
認ください。

後期高齢者医療の保険料決定通知を
７月中旬にお送りします

今までお使いの保険証
（水色）

有効期限　平成30年７月31日まで
※８月１日以降は使用できません

新しい保険証
（若草色）

有効期限　平成30年８月１日から
平成31年７月31日まで（１年間）
※７月下旬にご自宅へお送りします

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　減
額
認
定
証
」
の
交
付

は
い
か
い

（
現
北
都
銀
行
）

だい　しゅう きょく  　ろ　   とう


